
 

マンダラ    

参加型の校内研修は、個々の意見を取り上げていくことが容易で、教職員の研修意欲を高め

る方法の一つです。時期や目的に応じて選択し、組み合わせながら実施しましょう。 

マンダラとは一つの目標からそれを達

成するためにたくさんのアイデアを出し

ていく方法です。具体的な方策を考える

ことができます。 

進め方 

①中央に目標を書く。 

②中央の目標に対して、必要なことを周

りの８つの枠に書く。 

③出てきた８つのことについて、さらに

それぞれ８つの方策を書く。 

④方策を整理し、価値のある方策を選択

し、取り組む。 

みつばちワクワクカフェ 

  

 

 

 進め方 

 

 みつばちワクワクカフェとは、グループで出た問いを自分たちのグループ以外の人か

らアイデアをもらって解決していく手法です。他のグループに聞くことで、自分たちで

は思いつかなかったアイデアをもらうことができます。 

Ａグループ Ｂグループ

Ｃグループ Ｄグループ

 花びらになるように意見を書

き込む。グループが多ければ、

花びらを増やしてもＯＫ。 

一つのことについて８つ

のアイデアを出します。

夢の達成のために（例） 

Ｅグループの問

〈写真：東部教育局主催ワークショップより〉

①みつばち役になる順番を決める。 

②みつばち役はワークシート（模造紙）を持って他の 

 グループに移動し、自分のグループの問いを説明する。 

③話合いで出された意見をワークシート（模造紙）の余  

 白に書き込んでもらう。 

④みつばち役がグループに戻り、もらった意見を報告す 

 る。 

⑤みつばち役を交代し②③④を繰り返す。 

 （グループの数によってセット数を決める。） 

⑥終了後、他のグループのワークシート（模造紙）を見 

 て回り、なるほどと思う意見に「いいねシール」を貼 

 る。 

進め方 
 

 ダイヤモンドランキングとは、たくさんのアイデアや意見に順位をつけ、重要なもの

はどれかを話し合いながらまとめていく手法です。 

①議題について個人でアイデアを付箋に書く。 

②グループ内で一人ずつ思いを語りながら書いた付箋を出  

 し合う。出た意見を類型化して９つにまとめ、新たに９  

 つのカードに書き込む。 

③まとまった９つについて、グループごとに話し合いなが 

 ら、みんなが同意した優先順位に従って、最も重要な意 

 見を１つ、２番目に重要な意見を２つ、３番目を３つ、 

 ４番目を２つ、最も重要でない意見を１つ選んで右図の 

 ようにダイヤモンド型に並べる。 

④各グループの代表が、ランキング１位と最下位につい 

 て、どんな話合いの過程で決まったのか説明する。時間 

 があれば、グループ内で意見がまとまりにくかったカー 

 ドについても、その理由を説明する。

ダイヤモンドランキング 

最も重要

進め方 
 

 フィッシュボーン法とは、ある課題について原因や改善案を整理・可視化することに

よって、客観的に広い視野で捉え、よりよい方策を探索することができる手法です。 

①模造紙等に課題を分かりやすく書く。 

②矢印を書き、課題に対しての原因（アイデア）を 

 書き入れる。 

③②で考えた原因（アイデア）について、解決策 

 （アイデアの場合は実現するための方法）を書き 

 入れる。 

④解決策（アイデアを実現するための方法）を共有 

 する。 

※各原因ごとに解決策（アイデアを実現するための 

 方法）を1つ決め、取り組む等もできます。 

※個人・グループどちらでも活用することができま 

 す。

フィッシュボーン法 

（例） テ
ス
ト
で
ク
ラ
ス
の

平
均
点
を
上
げ
た
い

わかりやすい授業宿題の出し方

ノートの取り方

分かりやすい授業宿題の出し方

ノートの取り方

色使いの工夫

板書の工夫

授業との関連 発問の工夫

グループ学習

ポイント集の活用

10の視点確認

①

②

③

話合いの途中で出されたアイデアを

付け加えてもよい。

テ
ス
ト
で
ク
ラ
ス
の

平
均
点
を
上
げ
た
い

テ
ス
ト
で
ク
ラ
ス
の

平
均
点
を
上
げ
た
い

〈写真：東部教育局主催ワークショップより〉

①

② ②

③

④

③

④

③

⑤ 最も重要
でない
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幼稚園教育要領

第１章 総則

第２ 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

３ 次に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は，第２章に示すねらい及び内容に基づく活動

全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園終了時の具体的な姿であり，教師が指導をする

際に考慮するものである。

健康な心と体

幼稚園生活の中で，充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ，見通し

をもって行動し，自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。

自立心

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で，しなければならないことを自覚し，自分の

力で行うために考えたり，工夫したりしながら，諦めずにやり遂げることで達成感を味わい，自信を

もって行動するようになる。

協同性

友達と関わる中で，互いの思いや考えなどを共有し，共通の目的の実現に向けて，考えたり，工夫

したり，協力したりし，充実感をもってやり遂げるようになる。

道徳性・規範意識の芽生え

友達と様々な体験を重ねる中で，してよいことや悪いことが分かり，自分の行動を振り返ったり，

友達の気持ちに共感したりし，相手の立場に立って行動するようになる。また，きまりを守る必要性

が分かり，自分の気持ちを調整し，友達と折り合いを付けながら、きまりをつくったり，守ったりす

るようになる。

社会生活との関わり

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに，地域の身近な人と触れ合う中で，人との様々な

関わり方に気付き，相手の気持ちを考えて関わり，自分が役に立つ喜びを感じ，地域に親しみをもつ

ようになる。また，幼稚園内外の様々な環境に関わる中で，遊びや生活に必要な情報を取り入れ，情

報に基づき判断したり，情報を伝え合ったり，活用したりするなど，情報を役立てながら活動するよ

うになるとともに，公共の施設を大切に利用するなどして，社会とのつながりなどを意識するように

なる。 
(6) 思考力の芽生え

身近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や仕組みなどを感じ取ったり，気付いたりし，考えた

り，予想したり，工夫したりするなど，多様な関わりを楽しむようになる。また，友達の様々な考え

に触れる中で，自分と異なる考えがあることに気付き，自ら判断したり，考え直したりするなど，新

しい考えを生み出す喜びを味わいながら，自分の考えをよりよいものにするようになる。

(7) 自然との関わり・生命尊重 
自然に触れて感動する体験を通して，自然の変化などを感じ取り，好奇心や探究心をもって考え，

言葉などで表現しながら，身近な事象への関心が高まるとともに，自然への愛情や畏敬の念をもつよ

うになる。また，身近な動植物に心を動かされる中で，生命の不思議さや尊さに気付き，身近な動植

物への接し方を考え，命あるものとしていたわり，大切にする気持ちをもって関わるようになる。 
(8) 数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚 

遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文字などに親しむ体験を重ねたり，標識や文字の役割に気

付いたりし，自らの必要感に基づきこれらを活用し，興味や関心，感覚をもつようになる。 
(9) 言葉による伝え合い 

先生や友達と心を通わせる中で，絵本や物語などに親しみながら，豊かな言葉や表現を身に付け，

経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり，相手の話を注意して聞いたりし，言葉による伝え

合いを楽しむようになる。 
(10) 豊かな感性と表現 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で，様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き，

感じたことや考えたことを自分で表現したり，友達同士で表現する過程を楽しんだりし，表現する喜

びを味わい，意欲をもつようになる。 
 
同様の内容が、「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」に記載されています。 

参考資料３ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

資
料
編

― 101 ― ― 102 ―



 
  

幼稚園教育要領

第１章 総則

第２ 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

３ 次に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は，第２章に示すねらい及び内容に基づく活動

全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園終了時の具体的な姿であり，教師が指導をする

際に考慮するものである。

健康な心と体

幼稚園生活の中で，充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ，見通し

をもって行動し，自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。

自立心

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で，しなければならないことを自覚し，自分の

力で行うために考えたり，工夫したりしながら，諦めずにやり遂げることで達成感を味わい，自信を

もって行動するようになる。

協同性

友達と関わる中で，互いの思いや考えなどを共有し，共通の目的の実現に向けて，考えたり，工夫

したり，協力したりし，充実感をもってやり遂げるようになる。

道徳性・規範意識の芽生え

友達と様々な体験を重ねる中で，してよいことや悪いことが分かり，自分の行動を振り返ったり，

友達の気持ちに共感したりし，相手の立場に立って行動するようになる。また，きまりを守る必要性

が分かり，自分の気持ちを調整し，友達と折り合いを付けながら、きまりをつくったり，守ったりす

るようになる。

社会生活との関わり

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに，地域の身近な人と触れ合う中で，人との様々な

関わり方に気付き，相手の気持ちを考えて関わり，自分が役に立つ喜びを感じ，地域に親しみをもつ

ようになる。また，幼稚園内外の様々な環境に関わる中で，遊びや生活に必要な情報を取り入れ，情

報に基づき判断したり，情報を伝え合ったり，活用したりするなど，情報を役立てながら活動するよ

うになるとともに，公共の施設を大切に利用するなどして，社会とのつながりなどを意識するように

なる。 
(6) 思考力の芽生え

身近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や仕組みなどを感じ取ったり，気付いたりし，考えた

り，予想したり，工夫したりするなど，多様な関わりを楽しむようになる。また，友達の様々な考え

に触れる中で，自分と異なる考えがあることに気付き，自ら判断したり，考え直したりするなど，新

しい考えを生み出す喜びを味わいながら，自分の考えをよりよいものにするようになる。

(7) 自然との関わり・生命尊重 
自然に触れて感動する体験を通して，自然の変化などを感じ取り，好奇心や探究心をもって考え，

言葉などで表現しながら，身近な事象への関心が高まるとともに，自然への愛情や畏敬の念をもつよ

うになる。また，身近な動植物に心を動かされる中で，生命の不思議さや尊さに気付き，身近な動植

物への接し方を考え，命あるものとしていたわり，大切にする気持ちをもって関わるようになる。 
(8) 数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚 

遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文字などに親しむ体験を重ねたり，標識や文字の役割に気

付いたりし，自らの必要感に基づきこれらを活用し，興味や関心，感覚をもつようになる。 
(9) 言葉による伝え合い 

先生や友達と心を通わせる中で，絵本や物語などに親しみながら，豊かな言葉や表現を身に付け，

経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり，相手の話を注意して聞いたりし，言葉による伝え

合いを楽しむようになる。 
(10) 豊かな感性と表現 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で，様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き，

感じたことや考えたことを自分で表現したり，友達同士で表現する過程を楽しんだりし，表現する喜

びを味わい，意欲をもつようになる。 
 
同様の内容が、「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」に記載されています。 

参考資料３ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

資
料
編

― 101 ― ― 102 ―




